
・ 毛を剃ります。 ・ 午前の手術であれば早朝に浣腸をします。 ・ 手術後血栓予防の機械を足につけます。
・ ・ 午後の手術であれば午前中に浣腸をします。 ・

夕食後、眠前までに浣腸をします。
・

主治医による腟洗浄があります

手術室に入室後、点滴開始します。 ・ 点滴は翌日まで続きます。

・ 夕食後は絶食です。 ・ 午前の手術であれば７時まで ・
・ 午後の手術であれば１０時まで

お茶・水・OS-1が飲めます。 ・
OS-1ゼリーは全て飲んでください。

なるべく全部飲んでください
・ 安静度の制限はありません。 ・ 手術直前まで歩けます。 ・

・ 主治医から説明があります。 ・

・

手術名 腹式子宮全摘術
ID- 入院病棟 担当医師 担当看護師
様

DPC

月日 月　　日 月　　日
経過 入院日（手術前日） 手術当日（手術前） 手術後
処置
検査 全身麻酔の場合は心電図モニターと酸素マス

クを付けます。

浣腸、排便後血栓予防のストッキングを履い
て下さい。

帰室直後は何度かお部屋へ状態観察に伺い
ます。

（背中に痛み止めのチューブが入ることがあり
ます）

内服 下剤をお渡しします（21時に内服して下さ
い）。注射 必要に応じて抗生剤や痛み止めの注射を追

加します。

食事 帰室後6時間後より水分が摂れます（必ずス
タッフに確認して下さい）。水分（水、茶、スポーツ飲料）は、手術予定

時間の２時間前まで飲水可です。   （　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分以
降に水分がとれます）OS-1ゼリーは、午前手術は２本、

午後手術は４本渡します。

活動 ベッド上安静です。麻酔の覚醒状況を見て
ベッド上での体の向きを変えるお手伝いをしま
す

清潔 毛を剃った後、シャワーに入れます。（１７
時まで）

手術の３０分前までにトイレを済ませておいて
下さい。

手術後は、尿を出すための管（チューブ）が
入っています。排泄

指導 手術中、ご家族は病室か病棟のデイルー
ムでお待ち下さい。

看護師から手術前のオリエンテーションが
あります。

説明
その他 説明が理解・納得できたら同意書を提出し

て下さい。

代表的なパスの一例です
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・

・

・ 6時頃、採血があります。
・

・
・

痛みが強ければ、痛み止めをお渡ししますのでご相談下さい。

夕食から粥食です。 ・ 夕食から全粥食です。 ・ 夕食より普通食
・

・ ・ 安静度の制限はありません。

その後、少しずつ歩行の練習をします。

・ 体を拭きます。 ・ 体を拭きます。
時間は当日調整します。 時間は当日調整します。

手術名 腹式子宮全摘術
ID- 入院病棟 担当医師 担当看護師
様

DPC

月日 月　　日 月　　日 月　　日
経過 術後1日目 術後２日目 術後3日目
処置 状態が落ち着いていれば午前中にに血栓予防の

機械、モニター、マスクを外します。
前日に抜いていない方は、背中のチュー
ブを抜きます（ない方もおられます）検査

ガスが出ているか確認します。出ていないようで
あれば、機械でお腹を温めます。

尿検査（尿の管から採取）があります。
背中のチューブを抜きます（ない方もおら
れます・翌日に抜くこともあります）

内服 異常がなければ点滴は終了です。
注射 貧血があれば注射が追加されます。

食事
普通食になるまでは病院の食事以外は控えて下
さい。

状態によって制限食が必要になる方は、
病院の食事以外は控えて下さい。

活動 午前中にベッドから足を下ろして座る練習をしま
す。

清潔
排泄

午前中に尿の管を抜きます。（状態によっ
て翌日になる場合もあります）

指導
説明
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・ 朝６時頃採血 ・ 退院予定日
・ 早朝に尿検査

抜糸します。 ・ 退院前の診察

・ 痛みが強ければ、痛み止めをお渡ししますのでご相談下さい。
排便がなければ便秘薬をお渡ししますのでご相談下さい。

・ ・ 抜糸後、主治医の許可があれば４日目からシャワーができます。

・状態を見てマットレスを交換します ・

手術名 腹式子宮全摘術
ID- 入院病棟 担当医師 担当看護師
様

DPC

月日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日
経過 術後4日目 術後5日目 術後６日目 術後７日目
処置
検査

（尿コップはステーション前の
ボックスに提出してください）

内服
注射

食事

活動

清潔
排泄

指導 主治医及び担当看護師から退
院後の生活についての説明が
あります。分からないことはい
つでもきいてください

説明
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